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このマークは社会福祉協議会
全国共通のシンボルマークで
す。手をとりあって、明るい
しあわせな社会を建設する姿
を表現しています。

社会福祉法人酒々井町
社会福祉協議会
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e-mail:info@shisuisyakyo.or.jp　URL:https:// shisuisyakyo.or.jp/
〒285-0922  酒々井町中央台4－11　TEL.043-496-6635　FAX.043-496-5245

　11月24日㈰に開催された「ふるさと
まつり」の会場で、チャリティーバザー
が行われました。
　当日はあいにくの雨のため、お客さん
の出足がどうか気になり物販の売上げが
心配でしたが、たくさんの方にご来場い
ただき、錦松梅、さつまいもスティッ
ク、愛のあられはすべて完売し、日用品
も悪天候にも関わらずたくさん販売する
ことができました。

町制施行130周年記念事業

「しすい健康ふくしフェスティバル」「しすい健康ふくしフェスティバル」「しすい健康ふくしフェスティバル」「しすい健康ふくしフェスティバル」

　これも品物をご提供いただいた住民の
方々や、準備等にご協力いただいたボラ
ンティアの皆さんの温かいお力添えの賜
物と深く感謝申し上げます。
　なお、バザー実行委員会からのご寄付
20万6千983円につきましては、地域福
祉活動の推進のために活用させていただ
きます。
　ご協力ありがとうございました。

ふるさとまつりチャリティーバザー

高齢者疑似体験中

掘り出し物を求めて

お花は完売！お母さんパワーで
頑張りました

憧れの看護師さんに変身！

いざという時に備えてAED

みんなで考える町の防災

「パプリカ」笑顔あふれる元気なステージ 小坂町長のあいさつ

気軽に話せる憩いの場
「オレンジカフェ」営業中

真剣！親子でボッチャ対決

人権ポスター展 優秀賞の表彰式が行われました

　12 月 22 日㈰、中央公民館において町と
社協が共同で「しすい健康ふくしフェス
ティバル」を開催しました。
　講堂では人権ポスターの表彰式や大切な
人のいのちを守るゲートキーパー養成講
座、80歳の青年式が行われ、屋内で体験コー
ナーのスタンプラリーや防災関連の展示、
福祉相談や健康相談も行われました。
　屋外では、チャリティーバザーや鉢植え
販売、朝市組合やキッチンカーなどの出店
もあり多くの人で賑わいました。

屋外販売

体験コーナー
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広告

（60歳以上で働く意欲のある方）

お仕事の依頼と会員の募集中

身近な仕事のお手伝い 
シルバーは安全・安心・安価です

（公社）酒々井町シルバー人材センター
☎043−496−4077（土、日、祝日を除く）

●京成佐倉駅徒歩４分
●24時間介護スタッフ常駐
●お元気な方も介護の必要な方もご入居できます

　 0120-83-7070
住　　所／佐 倉 市 宮 前3-15-1
事業主体／株式会社JALUXトラスト ご見学承ります

広告

サービス付き高齢者向け住宅　　～ご高齢者のための賃貸住宅です～

ご自身の目で
お確かめ下さい

謹
ん
で
新
春
の

　お
喜
び
を

　申
し
上
げ
ま
す

謹
ん
で
新
春
の

　お
喜
び
を

　申
し
上
げ
ま
す

謹
ん
で
新
春
の

　お
喜
び
を

　申
し
上
げ
ま
す

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
素
よ
り
地
域
福
祉
事
業
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
皆
様
方
か

ら
頂
き
ま
し
た
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
に
対
し
、
深
く
敬
意

と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
秋
に
は
台
風
15
号
を
は
じ
め
と
し
て
、
強
風
や
大
雨
に

よ
り
千
葉
県
内
各
地
で
甚
大
な
被
害
が
生
じ
、
酒
々
井
町
に
お

い
て
も
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
義
援
金
へ
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
皆
様
に
は
、
厚

く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
地
域
福
祉
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
は
、
少
子
高
齢
化

と
と
も
に
多
様
化
し
て
お
り
、
社
会
の
変
化
に
対
応
し
た
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
地
域
で
の
支
え
合
い
を
推
進
す
る
こ
と
が

益
々
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
平
成
30
年
４
月
に

策
定
し
た
「
第
２
期
酒
々
井
町
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
を
基
に

行
政
や
専
門
機
関
、
地
域
住
民
や
福
祉
活
動
団
体
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
が
連
携
し
合
い
、
地
域
や
組
織
の
枠
を
超
え
た
仕
組
み
を

作
る
こ
と
に
よ
り
、
助
け
合
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
引
き
続
き

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
行
政
の
関
係
部
署
と
も
密
接
な
関
係
を
保
ち
な
が
ら

様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
そ
し
て
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
福
祉
の
町
づ
く
り
に
皆
様
と
と
も
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
も
明
る
い
地
域
社
会
実
現
の
た
め
、
一
層
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

本
年
も
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
幸
多
い
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

会　
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齋　
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一
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り
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喜
一
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ろ
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社
会
福
祉
法
人

酒
々
井
町

　
　
　
社
会
福
祉
協
議
会

会 長　齋藤　甲一

　
こ
の
た
び
の
台
風
15
号
を
始
め
、

台
風
19
号
や
豪
雨
災
害
に
よ
り
、

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
は
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

一
日
も
早
い
復
旧
復
興
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

　

９
月
９
日
に
上
陸
し
た
台
風
15

号
は
、
関
東
地
方
に
上
陸
し
た
も

の
と
し
て
は
観
測
史
上
最
強
ク
ラ

ス
の
勢
力
で
、
千
葉
県
を
中
心
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

酒
々
井
町
で
も
家
屋
の
損
壊
、

倒
木
や
電
柱
の
倒
壊
に
よ
る
停
電

や
通
行
止
め
、
通
信
機
器
の
被
害

が
あ
り
ま
し
た
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
台
風

15
号
直
後
に
町
健
康
福
祉
課
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
協
力

し
、
要
援
護
者
や
停
電
地
域
の
給

食
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
等
の
安
否
確

認
を
行
っ
た
ほ
か
、
義
援
金
の
街

頭
募
金
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運

営
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
台
風
19
号
で
は
、
事
前

に
避
難
所
の
開
設
案
内
や
事
後
の

被
害
状
況
確
認
を
行
い
、
豪
雨
災

害
で
は
、
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
に

見
舞
金
を
配
布
し
ま
し
た
。

　
台
風
15
号
に
よ
る
千
葉
県
を
中

心
と
し
た
被
害
に
よ
り
、
被
災
地

で
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

が
設
置
さ
れ
、
被
害
の
大
き
か
っ

た
館
山
市
と
八
街
市
の
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
運
営
支
援

等
の
た
め
、
職
員
を
派
遣
し
ま
し

た
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
こ
の

災
害
で
被
災
さ
れ
た
方
々
を
支
援

す
る
た
め
、
街
頭
募
金
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
千
葉
氏
ま
つ
り
の

会
場
で
も
募
金
箱
を
設
置
し
、
義

援
金
の
募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
募
金
を
含
め
、
当
会
に

寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
は
日
本
赤
十

字
社
千
葉
県
支
部
に
送
金
し
、
義

援
金
配
分
委
員
会
を
通
じ
て
、
全

額
が
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
届
け
ら

れ
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

◎
10
月
１
日
㈫

・
ス
ー
パ
ー
タ
イ
ヨ
ー３

万
２
１
円

・
ナ
リ
タ
ヤ  

１
万
９
千
６
４
７
円

・
せ
ん
ど
う  

１
万
５
千
２
２
１
円

・
Ｊ
Ｒ
酒
々
井
駅２万

６
千
７
７
１
円

・
京
成
酒
々
井
駅１万

４
千
３
４
５
円

◎
10
月
６
日
㈰

・
千
葉
氏
ま
つ
り　

２
万
３
千
６
１
７
円

活動日 作業内容 支援者

９月20日㈮ 館山市災害ボランティアセンター運営支援
・受付、マッチング、テント張り等 社協職員２名

９月24日㈫ 八街市災害ボランティアセンター運営支援
・マッチング、ボランティア作業 社協職員２名

９月28日㈯ 館山市災害ボランティア活動
・ビニールハウスの片づけ 社協職員１名

10月７日㈪ 八街市災害ボランティアセンター運営支援
・受付等 社協職員２名

10月27日㈪
館山市災害ボランティアセンター運営支援
・受付、マッチング、ニーズ調査
  センター閉鎖手伝い等

社協職員１名

台
風
15
号
襲
来

令
和
元
年
度
台
風
第
15
号

千
葉
県
災
害
義
援
金
街
頭
募
金

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
運
営
支
援

《
各
義
援
金
の
実
績
》

令
和
元
年
度
台
風
第
15
号
千
葉
県

災
害
義
援
金

23
万
４
千
１
１
７
円

台
風
第
19
号
災
害
義
援
金　
　
　

４
万
円

事
務
局
職
員
一
同
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　各自治会・区等におかれましては、令和元年 10 月１日か
ら実施しております赤い羽根共同募金運動に、ご理解、ご協
力をいただき、誠にありがとうございます。ご協力いただき
ました募金は千葉県共同募金会に全額送金し、翌年度に県内
の福祉施設や社会福祉協議会の地域福祉、在宅福祉の充実な
ど広く社会福祉事業に活用させていただきます。
　なお、今年度の赤い羽根共同募金運動は令和２年 3 月 31
日まで活動を行っておりますので、引き続きご協力をお願い
いたします。
　また、12 月に実施しました歳末たすけあい募金は町内在
住の 75 歳以上の一人暮らし世帯へおせち料理の配布、歳末
相談事業、歳末給食サービス、町内の福祉施設、福祉団体へ
の助成に活用させていただきました。

　12月12日㈭、総勢32名が参加し、合同視察研修が行われました。
　視察先の防災科学技術研究所（つくば市）は、防災科学技術に
関する基礎研究・開発等の業務を総合的に行い、近年多発してい
る災害に備えるための世界最大規模の実験施設を備えており、日々
研究開発に取り組んでいるとのことでした。
　参加者は地震災害に対する意識向上のため、地震ザブトンの体験
や施設見学を行いました。
　今後予想される地震等
の災害に対応するために、
家庭では家具や設備等の
点検や確認の重要性を再
認識しました。
　大変有意義な研修とな
りました。参加者のみな
さん、大変おつかれさま
でした。

　
昨
年
11
月
５
日
か
ら
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
事
業
に
よ
る
出
張
相
談
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　
お
仕
事
探
し
、
借
金
・
滞
納
、
ひ
き
こ

も
り
な
ど
、
生
活
上
の
困
り
ご
と
を
秘
密

厳
守
・
無
料
で
相
談
を
承
り
ま
す
。
ご
自

宅
へ
の
訪
問
相
談
も
行
い
ま
す
。

　
お
困
り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日　
第
１・３
火
曜
日
９
時
30
分
～
16
時

相
談
場
所　
酒
々
井
町
役
場
西
庁
舎
１
階

社
会
福
祉
協
議
会

連
絡
先　
さ
か
え
・
し
す
い
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

T
E
L
（
３
０
８
）
６
３
３
２

F
A
X
（
３
０
８
）
６
３
２
５

出
張
相
談

始
ま
り
ま
し
た
!!

～
あ
な
た
の
お
困
り
ご
と
　
　

　
　
　
　
ご
相
談
く
だ
さ
い
～

ご協力ありがとうございました

　11 月２日㈯に、認知症の方との関わりをもって住み良い社会
を作ろうとする全国的な啓発イベント「ＲＵＮ伴」が酒々井町
で初めて開催されました。
　エントリー者数は子どもからお年寄りまで総勢 39 名、最高
齢はなんと 106 歳でした。みなさんお揃いのオレンジＴシャ
ツを着て、駅伝形式でタス
キリレーが行われました。
　このイベントをきっかけ
に、認知症にやさしいまち
づくりが進むことを期待し
ます。

《赤い羽根共同募金の内容》
戸別募金
・各自治会・区
学校募金
・酒々井小学校・大室台小学校
・酒々井中学校・東京学館高等学校
職域募金
・酒々井町役場

個人募金等
その他募金（寄附等）

《歳末たすけあい募金の内容》
戸別募金
・各自治会・区
職域募金
・酒々井町役場
その他募金（寄附等）

企画・製作・イベント

〒289-1115 八街市八街ほ211
TEL043-444-2024　FAX043-440-1101

株式会社

広告

総合印刷
千葉県委託　生活困窮者自立支援事業

仕事探し、借金・滞納、住宅、生活、ひきこもり…
こんな不安、ひとりで抱えていませんか？
一緒に解決策を見つけていきましょう！。

さかえ・しすい
ワーク・ライフサポートセンター

☎043－308－6332

〒285-0837　千葉県佐倉市王子台1－14－12　スズノキビル１階

9:00 ～17:00（土日祝を除く）　相談無料・秘密厳守
ご自宅への訪問相談もいたします

広告

（
金
銭
）

▽
故　
山
内　
智
香
子　
　
　
　
　
　
　
10
万
円

▽
陸
前
高
田
市　
佐
々
木
か
ず
よ
し　
　
３
万
円

▽
木
曜
の
部
屋　
　
　
　
　
　
　
２
万
２
８
０
円

▽
築
山
酒
々
井
山
紫
会　
　
１
万
１
千
１
３
４
円

▽
町
体
育
協
会
ゴ
ル
フ
専
門
部
主
催
町
ゴ
ル
フ
大

　
会
参
加
者
に
よ
る
募
金　
　
　
１
万
９
２
９
円

▽
東
京
学
館
高
等
学
校　
　
　
　
　
　
　
１
万
円

▽
山
内　
千
枝　

     　
　
　
　
　
　
　

 

３
千
円

▽
匿
名
12
件　
　
　
　
　
　
６
万
１
千
３
３
１
円

合
　
計　
　
　
　
　
　
　
　
24
万
６
千
６
７
４
円

（
物
品
）

・
匿
名　
　
　
　
車
い
す
、
タ
ッ
チ
ア
ッ
プ
２
台

（
Ｒ
１
年
９
月
19
日
～
Ｒ
１
年
12
月
20
日
受
付
分
）

（
一
部
広
報
ニ
ュ
ー
し
す
い
再
掲
）

　今回もお米をはじめとして、レトルト食品や麺類、調味料
など多くの食品をご寄付いただきました。
　ご寄付いただいた食品は、フードバンクちばに集められ、
日々の生活にお困りの方々に提供されます。
　なお、今回ご寄付いただいた一部の食品は、町内の被災さ
れた方や生活に困窮された方にも活用させていただきまし
た。ご協力ありがとうございました。
　なお、第24回フードドライブは、令和２年１月20日㈪から
開始予定です。引き続きご協力をお願いいたします。

第23回 フードドライブ
ご協力ありがとうございました

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

赤い羽根共同募金運動
歳末たすけあい募金運動

酒々井町赤十字奉仕団・酒々井町災害時
要援護者支援ボランティア会合同視察研修

RUN伴2019ちばin酒々井RUN伴2019ちばin酒々井

親子クリスマス会（白ゆり会）親子クリスマス会（白ゆり会）
　毎年恒例となりました「ひとり親家庭の親子クリスマス会」
が 12 月 15 日㈰成田ビューホテルで開催されました。レス
トランパティオで美味しい料理を頂いた後、子供たちはサン
タクロースとじゃんけんゲームを楽しみ、お母さん達にも手
伝っていただきお菓子のつかみどり大会を行いました。
　白ゆり会では親子のふれあいを大切に、さまざまなイベン
トを実施しています。
　これらのイベントは、赤い羽根共同募金や歳末たすけあい
募金からの助成を受けて実施されています。皆様のご協力に
感謝し、引き続きご協力をお願いいたします。
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社会福祉協議会 ふれ愛タクシー

１月６日（月）から １月６日（月）から

【
広
告
の
規
格
】

　
縦
300
㎜
×
横
450
㎜

（
マ
グ
ネ
ッ
ト
式
）

【
広
告
の
料
金
】

〈
制
作
費
〉１
万
円
程
度

※
デ
ザ
イ
ン
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す

〈
掲
載
料
〉
１
枚
に
つ
き

・
１
か
月　
　
　
２
千
円

・
１
年
間　
　
　
２
万
円

　
広
報
に
Ｐ
Ｒ
の
広
告
を

載
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
広
告
の
規
格
】

　
　

  

縦
45㎜
×
横
110
㎜

【
広
告
の
料
金
】

　
５
，
０
０
０
円
／
回

「
し
す
い
ふ
れ
愛

 

タ
ク
シ
ー
」車
体
広
告

広
報
「
社
協
し
す
い
」

有
料
広
告

【申し込み・問い合わせ】　社会福祉協議会　☎（496）6635

この広報紙は、みなさまからの会費と共同募金の配分金によって発行されています。大豆油インクで
印刷しています CDに録音した「声の広報」もあります。ご希望の方は社会福祉協議会までご連絡ください。

ノ
ー
ト
テ
イ
ク
と
は
？

　
筆
記
通
訳
の
こ
と
。
耳
が
聞
こ
え
な
い
方
の
「
耳
」
と
な

り
、
会
話
や
講
義
の
内
容
を
筆
記
し
ま
す
。

　
耳
が
聞
こ
え
な
い
・
聞
こ
え
づ
ら
い
方
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
手
段
の
一
つ
で
す
。
あ
な
た
も
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

日
　
時
　
１
月
30
日
㈭　
10
時
～
12
時

場
　
所
　
中
央
公
民
館　
研
修
室

講
　
師　
千
葉
県
聴
覚
障
害
者
協
会

定
　
員　
30
名
（
先
着
順
）

申
込
期
限　
１
月
24
日
㈮

体
験
し
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
　「
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
講
座
」

「
目
で
聞
く
と
い
う
こ
と
」

～
手
話
初
級
講
座
に
参
加
し
て
～

令
和
２
年
度

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録

お
よ
び
保
険
更
新
の
お
知
ら
せ

心
を
つ
な
ぐ
手
話
ダ
ン
ス

明
る
い
社
会
づ
く
り
ポ
ス
タ
ー
展

み
ん
な
で
過
ご
す
楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
会

　
11
月
28
日
㈭
、
29
日
㈮
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た

中
央
公
民
館
で
の
手
話
初
級
講
座
。

　
参
加
者
は
男
性
２
名
、
女
性
17
名
の
計
19
名
。
講
師
の
先
生

の
明
る
く
優
し
い
指
導
に
、
受
講
生
た
ち
か
ら
は
笑
い
が
絶
え

ず
、
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で
の
学
習
で
し
た
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
手
話
、
口
話
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
、

筆
談
等
、
い
く
つ
か
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
聞
こ
え
な
い
方
と

の
会
話
に
は
「
表
情
」
が
と
て
も
大

切
と
の
こ
と
。「
筆
記
用
具
は
お
い

て
く
だ
さ
い
。
聞
こ
え
な
い
方
の
手

話
が
見
え
ま
せ
ん
よ
」
の
講
師
の
言

葉
に
納
得
！
聞
こ
え
な
い
方
と
の
会

話
で
は
、
私
た
ち
は
「
目
で
聞
く
こ

と
が
大
切
」
と
思
い
ま
し
た
。

　
手
話
に
関
す
る
歴
史
等･･･

い
ろ

い
ろ
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
２
日

間
。
た
く
さ
ん
の
方
が
、
少
し
で
も

い
い
の
で
手
話
に
興
味
を
持
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
願
い
ま
す
。

（
参
加
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

　
「
耳
の
不
自
由
な
人
た
ち
と
楽
し
み
を
分
か
ち
合
お
う
」

と
、
平
成
10
年
７
月
に
結
成
し
、
毎
週
水
曜
日
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

　
歌
詞
を
手
話
で
伝
え
、
リ
ズ
ム
を
ス
テ
ッ
プ
で
表
現
し
ま

す
。
手
話
を
振
り
付
け
た
曲
は
童
謡
か
ら
歌
謡
曲
ま
で
、
今

で
は
１
５
０
曲
以
上
に
な
り
ま
し
た
。
曲
に
あ
う
衣
装
や
小

道
具
で
、
老
人
ホ
ー
ム
や
福
祉
施
設
、
保
育
園
、
イ
ベ
ン
ト

等
に
ご
要
望
に
応
じ
て
、
年
間
20
回
ほ
ど
、
披
露
や
ふ
れ
あ

い
交
流
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
歌
詞
の
内
容
を
理
解
し
な
が
ら
手
話
を
覚
え
る
の
は
な
か

な
か
難
し
い
で
す
が
、
繰
り
返
し
練
習
し
、
み
ん
な
の
息
が

合
っ
て
１
つ
の
輪
に
な
り
、
踊
れ

た
時
は
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
そ

し
て
「
手
話
ダ
ン
ス
が
青
春
」
と

支
え
合
う
仲
間
と
、
頑
張
る
こ
と

が
で
き
る
日
々
に
感
謝
で
す
。

　
12
月
18
日
㈬
に
は
、
お
誘
い
い

た
だ
い
た
町
外
の
病
院
で
の
交
流

活
動
を
行
い
ま
し
た
。
心
を
込
め

た
踊
り
に
お
客
様
の
笑
顔
を
い
た

だ
き
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

優
し
い
気
持
ち
が
生
ま
れ
る

「
手
話
ダ
ン
ス
」、
ご
一
緒
に
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
見
学
自
由
、

ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

（
手
話
ダ
ン
ス
・
し
す
い
）

　

明
る
い
社
会
づ
く
り
推
進
協
議
会
で
は
、
町
内
の
小
・

中
学
校
の
協
力
を
得
て
、
「
明
る
い
社
会
づ
く
り
ポ
ス
タ
ー

展
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
ポ
ス
タ
ー
展
は
、
絵
を
通
し
て
子
供
た
ち
が
社
会
を
広

く
見
つ
め
、
「
社
会
の
た
め
に

な
り
た
い
」
「
思
い
や
り
の
深

い
人
間
に
な
り
た
い
」｢
人
の
た

め
に
な
り
た
い
」
と
い
う
啓
発

の
心
を
宿
し
て
ほ
し
い
と
い
う

願
い
を
込
め
て
毎
年
行
っ
て
い

ま
す
。

　
な
お
、
ポ
ス
タ
ー
の
展
示
場

所
お
よ
び
展
示
期
間
は
次
の
と

お
り
で
す
。

場
　
所　
Ｊ
Ｒ
酒
々
井
駅

期
　
間　
１
月
８
日
㈬
ま
で

場
　
所　
中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー

期
　
間　
１
月
17
日
㈮
か
ら

　
　
　
　
２
月
14
日
㈮
ま
で

　
12
月
６
日
㈮
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
「
か
ざ
ぐ
る
ま
」
の
ク
リ

ス
マ
ス
会
を
、
中
央
公
民
館
の
和
室
で
行
い
ま
し
た
。

　
朝
か
ら
寒
い
日
で
し
た
が
、
参
加
者
一
同
ま
ず
は
ク
リ
ス
マ

ス
ツ
リ
ー
の
飾
り
付
け
。
準
備
し
た
も
の
だ
け
で
な
く
、
各
自

作
っ
た
飾
り
を
持
ち
寄
っ
て
、き
れ
い
に
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　
お
し
ゃ
べ
り
の
後
は
ケ
ー
キ
を
食
べ
た
り
、「
ジ
ン
グ
ル
ベ

ル
」「
聖
し
こ
の
夜
」を
歌
っ
た
り
、

一
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　
参
加
者
の
感
想
は
「
み
ん
な
で

食
べ
る
ケ
ー
キ
は
特
別
に
お
い
し

い
ね
！
」
で
し
た
。

　
地
域
の
友
達
作
り
の
場
と
し
て

開
設
し
て
い
る
「
か
ざ
ぐ
る
ま
」。

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

（
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
か
ざ
ぐ

る
ま
」
会
員
）

★
今
年
度
の
開
催
日
★

１
月
10
日（
第
２
週
）、２
月
７
日
、

３
月
６
日

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入
し
て
い
る
個
人
お
よ
び
団
体
の

補
償
期
間
は
３
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。
継
続
し
て
活
動
す

る
場
合
は
、
３
月
31
日
ま
で
に
翌
年
度
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録

お
よ
び
保
険
加
入
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
２
月
中
に
必
要
書
類
を
郵
送
し
ま
す
の

で
、
３
月
13
日
㈮
ま
で
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
新
規
に
登
録
す
る
団
体
お
よ
び
個
人
の
方
に
つ
い
て

も
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
つ
い
て
も
３
月
31
日
で

補
償
期
間
が
終
了
と
な
り
ま
す
。
４
月
以
降
に
被
災
地
で
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
希
望
す
る
方
は
再
度
加
入
手
続
き
が
必
要

で
す
。

※
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
も
加
入
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

U
RL

：https://w
w

w
.saigaivc.com

/insurance/
（
全
国
社
会
福
祉
協
議
会 

被
災
地
支
援
・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
情
報
）

年始の業務
案　内 


